
日時：平成29年10月19日（木）14:00～16:30（開場13:30）

会場：横浜市健康福祉総合センター４階ホール
住 所：神奈川県横浜市中区桜木町1-1

市民公開シンポジウム

主催：一般社団法人 横浜市医師会
共催：横浜市医療局

■ 14:00～ ご挨拶 横浜市医師会 会長 水野 恭一 氏

病院、施設、在宅の中で、残された時間を過ごすとなれば自分にはどこが一
番合っているのか、今のうちに考えておきませんか。それぞれの利点と欠点、
家族への負担はどうなるのか、家族が居ない場合はどうしたらよいのか、費用
はどの程度かかるのか。がんになってしまい、治ることが難しくなってしまっ
た場面を想定して、具体的なイメージから、自分にはどこが適しているのか、
今のうちから考えておく機会として、このシンポジウムを企画しました。

■ 14:05～横浜市の現状 横浜市医療局 医療医務監 修理 淳 氏

■ 14:25 ～ シンポジウム
座長 横浜市医師会 常任理事 赤羽 重樹 氏

■ シンポジストによる講演
・オカダ外科医院 院 長 岡田 孝弘 氏
・昭和大学横浜市北部病院 緩和医療科 横山 和彦 氏
・神奈川区医師会訪問看護ステーション

管理者 木村 光代 氏
・福祉の森 神奈川 管理者 菊地 恵子 氏

対象：一般市民、在宅医療を担う医療関係者等
どなたでもご参加いただけます。

一般社団法人 横浜市医師会
横浜市中区桜木町1-1
横浜市健康福祉総合センター7階

℡ 045-201-7366

先着
280名


